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Ⅰ　コンピュータの構成要素

1　コンピュータの種類

 コンピュータの種類は，利用目的・規模等により様々な呼び方があるが，機能・性能によっ
て概ね次の表のように分類できる．

主な種類 利　　用
マイクロコンピュータ
（マイコン）

小さなコンピュータ
電気製品等に組み込まれている

パーソナルコンピュータ
（パソコン）

小型のコンピュータ
個人・オフィス等で使われる

ワークステーション パソコンより高性能・高速
汎用コンピュータ 基幹システムに使われる
スーパーコンピュータ 汎用コンピュータより処理能力が高い

2　コンピュータの処理装置

 コンピュータの基本機能は，入力・演算・記憶・制御・出力の5つがあり，それぞれ入力
装置・演算装置・主記憶装置・制御装置・出力装置がある．

コンピュータ

周辺装置処理装置

中央処理装置 主記憶装置

演算装置 制御装置

入力装置 出力装置 補助記憶装置

ト ラ ム



118 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第22号

3　コンピュータのデータの流れ

 コンピュータで処理を行う場合，データの流れとその動きを制御する流れが発生する．こ
の流れは次のようになる．

ＣＰＵ

入力装置 主記憶装置

制御装置

演算装置
ＣＰＵ

出力装置

データの流れ

制御の流れ

4　各装置の機能

5大装置 機　　能
入 力 装 置 データを取り込み，主記憶装置に読み込む
主記憶装置 データ・プログラム・演算結果を一時的に記憶する
演 算 装 置 データの演算処理を行う
制 御 装 置 パソコンの動作をコントロールする
出 力 装 置 処理結果を取り出す

5　演算・制御装置（CPU）

 演算装置と制御装置が1つになり，中央演算装置（CPU: Central Processing Unit）と呼
ばれる．CPUには様々な機能があるが主な機能は次のようである．
 ・演算装置
 ・制御装置
 ・レジスタ：データを一時的に記憶する回路
 ・ クロック：動作のタイミングを取るために，規則的にクロック信号を発生させる回路．
全ての動作はこのクロック信号を基にしている．クロック信号の速さは1秒間に発生す
る数，クロック周波数（Hz）で表され，数字が大きいほど速度が速いことを表す．

           例：1.5GHz（ギガヘルツ）は，1秒間に15億回発生する．

6　主記憶装置（メモリ）

 主記憶装置は，RAM（Random Access Memory）という半導体でできており，電源を切
ると記憶内容が消えるもので，そのときに実行されているプログラムが，一時的にここに入
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れられている．記憶する場所にはアドレス（番地）がつけられていて，これによって管理さ
れている．
           例：256MB（メガバイト）は，256百万バイト記憶容量を持つ．

7　データの単位

単　位 およその計算
1k   （キロ） 210=1,024 103=1,000
1M（メガ） 220=1,024k 106=1,000,000（百万）
1G  （ギガ） 230=1,024M 109=1,000,000,000（10億）

Ⅱ　データ表現（非数値データ）

1　ビット

 コンピュータ内部で，0または1で表現される2進数の1桁をビット（bit: binary digit）
といい，0と1で表現された情報をビットパターンという．1ビットでは，0と1の2通り表せ，
2ビットでは，00・01・10・11の4通りの表し方がある．したがって，nビットでは2n通り
表すことができる．

2　バイト

 8ビット分を1つにまとめた情報を，バイト（byte）といい，1バイト＝1B＝8ビットで，
28＝256通りの表現ができるので，アルファベット，数字，記号を表現することができる．
また，ワード（語）とは，CPU（Central Processing Unit）と主記憶装置の間で一度にや
りとりされるビットの数を表す．

3　非数値データ

 コンピュータ内部で扱われるデータは，非数値データと数値データに大きく分けることが
できる．最初に非数値データについては次の表のとおりである．

非数値データ
文字データ アルファベット，数字，記号，カタカナ，ひらがな，漢字など
論理データ 論理変数の真・偽を表す
音声・画像等データ 音声・画像等のデータをデジタル形式に変換したもの

4　文字データ

 文字データは，通常1文字を1バイト＝8ビットで表し，28＝256通りの文字を表すこと
ができる．256通りでは，数字10個・アルファベット52個・記号40個・制御文字34個・
カタカナとカタカナ記号56個を表現することができる．このビットの組合せをコードとい
う．多くの漢字・ひらがなを表すには，1バイトでは足りないために，2バイト＝16ビット
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で表現する．2バイトだと，216＝65536通り表現することができる．

5　文字コードの種類

文字コード

ISOコーＤＬ

EBCDICコード

ASCIIコード

JISコード

JIS漢字コード

シフトJISコード

EUCコード

Unicode

1973年～

1963年～

1973年～

1978年～

1993年～

 ・ISOコード：ISO（国際標準化機構）とCCITT（国際電信電話諮問委員会）がデータ通
信のために定めたコードで，ASCIIコードを基に規格化され，英数字1文字を
7ビットで表す．

 ・ASCIIコード：ANSI（アメリカ規格協会）が制定したコードで，ISOコードにパリティ
ビット（ビットの誤りをチェックするもの）を付けた8ビットで表す．

 ・JISコード：JIS（日本工業規格）がISOコードを基に制定したコードで，英数字とカタ
カナを8ビットで表すコードで，日本国内の規格コードになっている．

 ・JIS漢字コード：JISが制定した漢字のコードで，漢字は種類が多いため，2バイトを使っ
て漢字1文字を表す．1バイトと2バイトの区別を制御文字で行う．

 ・シフトJISコード：マイクロソフト社が制定したコードで，JISコードの未定義部分に
JIS漢字コードの上位8ビットを割り当て，特別な操作をしなくても1バイト
の文字と2バイトの文字を認識できるようにしたもの．主にパソコンで利用
されている．

 ・EBCDICコード：IBM社が汎用コンピュータ用に制定したもので，汎用コンピュータで
標準になっている．

 ・EUCコード：AT&T社が制定したコードで，UNIXシステムで世界各国の文字を統一的
に扱うことができるようにしたもの．

 ・Unicode：ISOが制定したコードで，全ての文字を2バイトで表し，世界中の文字を1
つのコードで統一しようとするもの．
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Ⅲ　データ表現（数値データ）

1　10進数・2進数・16進数について

 数値データについて説明する前に，2進数・16進数についての基礎知識が必要なのでこれ
を説明する．日常生活は10進数だが，コンピュータ内部では2進数で処理を行い，それを人
間が理解するため再び10進数に変える．これを基数変換という．
 ・10進数： 日常生活は人間の手が10本あることから10進数で成り立っており，0から9

までの10種類の数字で表現する．10個集まると桁上がりをする．
 例　234
  102 101 100

  100 10 1
  2個 3個 4個
 234＝2×102＋3×101＋4×100

 ・2進数： コンピュータ内部で扱う数値や文字などの情報は全て2進数で表され，0と1の
組み合わせで表現する．2個集まると桁上がりをする．

 例　10112
  23 22 21 20

  8 4 2 1　（10進数）
  1個 0個 1個 1個
 2進数から10進数にすると
 10112＝1×8＋0×4＋1×2＋1×1＝1110
 ・16進数： 2進数を簡潔に表現するため16進数を使う．桁数を少なくすることと2進数と

16進数の変換が簡単にできる．0から9・A・B・C・D・E・Fの16個の数字
で表現する．16個集まると桁上がりする．16進数の場合，10以上は2桁になっ
てしまうため，下記のようにAからFを使って表現する．

   0 …… 9 10 11 12 13 14 15 （10進数）
   0 …… 9  A  B  C  D  E  F （16進数）
 例　CF316
  162 161 160

  256 16 1　（10進数）
  12個 15個 3個
 16進数から10進数にすると
 CF316＝12×256＋15×16＋3×1＝331510
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2　10進数を2進数に変える計算方法

 下記のように順に2で割っていき余りを右に書き，最後0になるまで行う．余りの下から
の数字を左から順に並べると2進数に変換できる．
   例 3710
 2） 37 … 1
 2） 18 … 0
 2）    9 … 1
 2）    4 … 0
 2）    2 … 0
 2）    1 … 1
     0　　　　　　　1001012

3　10進数を16進数に変える計算方法

 下記のように順に16で割っていき余りを右に書き，最後0になるまで行う．余りの下から
の数字を左から順に並べると16進数に変換できる．
   例  380410
 16） 3804 … 12（Ｃ）
 16）    237 … 13（Ｄ）
 16）     14 … 14（Ｅ）
         0　　　　　　　EDC16

4　16進数を2進数に変える計算方法

 下記のように各桁の数字をそれぞれ4桁の2進数に変える．4桁にならない場合上位に0を
追加する．数字を順に左から並べると16進数に変換できる．2進数から16進数に変える場
合はこれを逆に行う．
   例  76E16
 7 6 E（14）
 4＋2＋1 4＋2 8＋4＋2
 22   21   20 22   21 23   22   21

 0111 0110 1110（4桁にする）
       111011011102

5　負の整数の表現

 次に，コンピュータ内部での負の整数の表し方について説明する．一般的に負の数は補数
という考え方で表現する．補数を使うと減算が加算ででき，ハードウェアの構造を簡単にす
ることができる．
 最初に補数の考え方を10進数の補数で説明する．
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 ・9の補数と10の補数がある．
9の補数＝各桁の数値を9から引いたもの

 10の補数＝9の補数に1を加えたもの
 　計算例 567－143
  ① 143の補数を作る
    　 999
   各桁を9から引く 　－143 
    　 856　（9の補数）
 1を加えると 　 857　（10の補数）
  ② 計算式を次のように変形する
   567＋（－143）→567＋867＝1424
  ③ 桁上がりを無視して　424（答）
 コンピュータの内部は2進数なので，2進数の補数を使う．
 2進数の補数は1の補数と2の補数がある．
 1の補数＝各桁の数値を1から引いたもの
           （各桁のビットの0と1を反転させたもの）
 2の補数＝1の補数に1を加えたもの
 　8ビットの場合で説明する．
   101100112
  ビットを反転する 01001100　（1の補数）
  1を加える 01001101　（2の補数）
 計算例　－12610を2進数で表すと
  まず126は 011111102 （12610）
  ビットを反転 100000012
  1を加える 100000102 （－12610）
  　　先頭の1ビットが1なら負の数，0なら正の数

6　コンピュータの計算

 コンピュータ内部では次のように計算が行われる．
 例　10010－9010

10010＝011001002（8ビット）
9010＝010110102
9010の1の補数　101001012
9010の2の補数　101001102（－9010）

   式を変形すると　　10010＋（－90）10
011001002

＋101001102
   1000010102

   上位1ビットを無視して　 　  10102　（1010　答）
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7　数値データ

 コンピュータ内部で表現される数値データは次の4通りがある．
数値データ
2進数 固定小数点

浮動小数点
10進数 ゾーン10進数

パック10進数

 これらの数値データは，それぞれ表現形式が異なり，事務処理向きには10進数値を使い，
数値計算では2進数値で行われる．

8　10進数の表現

 数値データを説明する前に，BCDコードについて説明する．BCDコード（Binary Coded 
Decimal Code）とは，各桁の数値を10進数の0から9に対応した4ビットで表す．
 例　12810
 各桁の数字を分ける　　　　　　   1　　   2　　  8
 それぞれ4桁の2進数に変える　0001　0010　1000
 10進数・2進数・BCDコードの地祇のように関連付けられる．

10進数 2進数 BCDコード 10進数 2進数 BCDコード
0 0000 0000 6 0110 0110
1 0001 0001 7 0111 0111
2 0010 0010 8 1000 1000
3 0011 0011 9 1001 1001
4 0100 0100 10 1010 0001 0000
5 0101 0101 11 1011 0001 0001

9　ゾーン10進数（アンパック10進数）

 10進数の各桁を8ビットで表し，上位4ビットはゾーン部，下位4ビットは数値部という．
ゾーン部には0011が入り，最下位のゾーン部は，正の数の場合1100，負の数に場合は
1101が入る．数値部にはBCDコードが入る．
 例　12810

ゾーン部 1 ゾーン部 2 符号 8
0011 0001 1100 0010 1100 1000

10　パック10進数

 10進数の各桁を4ビットで表し，1バイトに2つの数字が入る．最下位の数字の後に4ビッ
トに符号を入れる．ゾーン10進数よりもバイト数が減り，演算が効率良く実行できる．
        例　12810

1 2 8 符号
0001 0010 1000 1100
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11　固定小数点

 小数点の位置を，左端か右端に固定し，2進数で表す．長さは16ビット・32ビット・64ビッ
トなどがある．

  例　16ビットの場合
16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

↑小数点位置

12　浮動小数点

 表現方式は，±仮数部×基数部指数部で表し，仮数部は1より小さい数で表す．
  例　10進数　+1,280,000,00010 = +0.12810×1010

  例　 2進数　+101102 = +0.10112×25　　（形式は規格によって異なる）
 これを32ビットに割り当てる．先頭の1ビットに符号，次の7ビットに指数部，残り24ビッ
トに仮数部を割り当てる．

1ビット 7ビット 　　　　24ビット　　（基数部は2）
符号 指数部 仮数部

符号は正=0 負=1 　　　　　　   ↑小数点

13　データの入出力の関係

 コンピュータは，ゾーン10進数で数値を入力し，演算時にパック10進数に変換する．

主記憶装置

数値
入力

ゾーン
10進数

パック

パック
10進数

固定
小数点

浮動
小数点

パック
10進数

演算装置

ゾーン
10進数

数値
出力

アンパック

Ⅳ　画像データ

1　画像の表現

 通常の画像のように連続的に変化するデータを，アナログ画像といい，コンピュータで処
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理できる0と1の組み合わせのデータをデジタル画像という．コンピュータに取り込むため，
アナログデータからデジタルデータに変える（符号化）ことをA/D変換といい，出力するた
めにデジタルデータからアナログデータに変えることをD/A変換という．
 A/D変換の時に，画像を細かい部分に分けることを標本化といい，細かいほど解像度が良
くなる．また標本化をする場所を標本点（ピクセル）という．標本点における濃淡をどれだ
けの段階に分けるかを量子化という．

2　解像度

 アナログ画像をデジタル化するとき標本化間隔によって解像度が決まる．解像度は，1イ
ンチあたりいくつの標本点を使うかによって表される．（1インチ ≒ 2.54cm）
例　解像度150dpi（ドット/インチ）とは，約2.54cmの中に150の画素が入る．

3　色の表現

 カラー画像に光の3原色，RGB（レッド，グリーン，ブルー）の3原色を使う．それぞれ
の色に，色の濃淡を8ビット（1バイト）割り当てると，28 = 256段階の色の変化が表せる．
3色それぞれに1バイトを割り当てるので，3バイト分　28×28×28 ＝16,777,216色を表す
ことができる．これをフルカラーという．

4　画像のデータ量

 例で画像データのデータ量を説明する．
 例  5インチ×5インチで（約12.7cm×約12.7cm）の大きさで，150dpi（ドット/イン

チ，0.17mm /ドット）の画素の場合
     画素数は，（150×5）×（150×5）＝562,500ドット
     1画素につき，各色8ビットを割り当てると 24ビット＝3バイト
     全てのバイト数は，562,500×3バイト＝1,687,500バイト≒1.7MB

5　画像情報の記憶方式

 代表的な画像データの記憶方式について説明する．カッコ内は拡張子を表す．
 静止画像 JPEG (.jpg .jpeg)：圧縮率が高く，現在最もよく使われている方式
      GIF (.gif)：256色までの画像を対象とした標準的な方式
 動 画 像 MPEG (.mpg)：フルカラーの動画像データファイルの形式
      QuickTime (.mov)： アップル社がMacintosh用に開発した動画像データファ

イル方式
      AVI (.avi)： マイクロソフト社が開発した動画像データファイル方式で，

Windowsの動画像データに使われている．
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Ⅴ　DVDについて

1　DVDディスクの記憶方式について

 パソコンにおけるDVDの記憶方式は，5種類の記憶方式がある．1回だけ記憶できる方式
が2種類で，書き換え可能な方式が3種類である．それぞれの記憶方式の名称と開発メーカー
次の通りである．

1回だけ

書き換え可能

DVD－RW

DVD－R

DVD＋R

DVD＋RW

DVD－RAM

パイオニア

ソニー

パイオニア

ソニー

松　下

2　DVDレコーダーの記憶方式について

 家庭用のDVDレコーダーに対応するディスクは基本的にメーカーによって使えるディス
ク規格が決まる．

ドライブの種類 メーカー 記憶方式
DVDマルチドライブ 松下・東芝 －R　－RW　RAM
デュアルドライブ ソニー －R　－RW　＋RW
DVD ‒ RWドライブ パイオニア －R　－RW
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